
週間国際経済2015（30）  10／21～10／27    金俊行（きむじゅねん） 

 

10/21・TPP関税撤廃全容発表 自由化率95％は過去最高 農産品8割が国際競争へ 

  ・韓国鉄鋼大手ポスコ26％営業減益（7-9月）中国景気減速で鉄鋼安 

  ・英エリザベス女王「今年は英中に特別な年」 習氏訪英で晩さん会 

 

10/22・英中首脳会談、英が中国原子炉導入で合意、先進国で初 ＜１＞ 

    エネルギー協力など総額７兆円契約 高速鉄道でも提携 中国インフラ輸出に弾み 

  ・英石油大手BPが中国国有エネルギー大手２社と提携 LNG契約1.2兆円など 

  ・訪日消費年3兆円超へ 7-9月四半期初の1兆円超え ＜２＞  

    中国頼み持続力懸念も 訪日客「外需」下支え、輸出の４％補う 

 

10/23・TPP、投資や知財ルール統一 全31分野で 域内市場の統合加速 ＜３＞ 

  ・欧州中銀ドラギ総裁 12月追加緩和示唆 物価低迷を懸念 

  ・韓国現代自動車25％減益 7-9月最終損益 中国販売が不振、5年半ぶりの低水準 

 ・アジア投資銀、世界銀行と連携 総裁協議で確認（22日ワシントン） 

  ・韓国成長率１％台回復（7-9月前期比1.2％増）MERS沈静化で内需が伸び 

  ・日中韓会談、再び定例化 ３首脳来月ソウルで合意へ 

 

10/24・中国、銀行金利を自由化 不動産過熱防ぎマネーのゆがみ是正 

  ・中国、0.25％追加利下げ（11月以降で6回目）預金準備率も0.5％下げ ＜４＞   

  欧州緩和観測と合わせて世界で株高・金利安 日経平均389円高、NY株3カ月ぶり高値  

  ・産油国財政、一段と悪化 原油安が長期化 IMF、サウジは5年で準備資産消失  

   通貨、切り下げ圧力 ドル連動維持、困難の見方 

 

10/25・米早期利上げ論さらに後退 27日からFOMC 市場観測「12月以降」 

    FOMC：米連邦公開市場委員会 

  ・欧州企業、7-9月期８四半期ぶり減益に VW不正、中国経済減速が影響 

 

10/26・人民元、準備通貨へ IMF方針固める 「国際通貨」へ前進 ＜５＞ 

    金融改革一定の評価 各国、外貨準備に活用 米容認 円、地位低下の懸念 

  ・中国５中全会きょう開幕 「次の5年」改革正念場 ＜６＞ 

    ５中全会：中国共産党中央委員会第5回全体会議 

  ・欧州マイナス金利再加速 ドイツ2年債利回り最低に 通貨安競争に拍車 

 

10/28・米「航行の自由」譲らず 南シナ海人口島12カイリ内で米イージス艦哨戒 

    中国艦は警告 にらみ合い常態化懸念 衝突避ける仕組みの確実な運用課題 

 

 

 



 


